
大
浦
か
ら
対
岸
の
駒
寵
を
描

い
た
大
作
「
栗
の
花
咲
く
最

上
川
・
中
」
を
は
じ
め
、
「
最

上
川
・
冬
」
　
「
最
上
川
（
三

ケ
瀬
）
」
「
春

の
最
上
川
」

な
ど
、
波
の

う
ね
り
や
水

面
（
み
な
も
）

の
輝
き
を
力

強
く
描
い
た

最
上
川
な
ど

を
描
い
た
作

品
が
並
ぶ
小

松
均
作
品
展

＝
大
石
田
町

・
歴
史
民
俗

資
料
館

ノ
く
ろ
う

主
菜
の
審
査
会
む

恒
例
イ
ベ
ン
ト
「
食
の
祭

典
」
か
ら
派
生
し
た
企
画
。

地
域
の
家
庭
料
理
な
ど
を
持

ち
寄
り
、
郷
土
の
食
文
化
を

再
認
識
し
よ
う
と
い
う
取
り

組
み
で
、
こ
れ
ま
で
五
回
に

わ
た
っ
て
数
多
く
の
〝
我
家

（
お
ら
え
）
の
ご
っ
つ
お
″

が
披
露
さ
れ
て
き
た
。
主
催

消
」
　
「
上
山
ら
し
さ
」
　
↓
健

康
志
向
」
を
柱
に
し
た
弁
当

づ
く
り
を
検
討
し
て
き
た
。

来
月
販
売
へ

「
か
か
し
弁
当
」
は
、
同

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
十
一
月

二
、
三
の
両
日
に
開
か
れ
る

市
総
合
産
業
ま
つ
り
で
限
定

作
品
の
ほ
か
、
独
自
の
表
現

を
加
え
た
「
赤
富
士
図
」
な

ど
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ
る
人

を
魅
了
し
て
い
る
。
十
一
月

九
日
ま
で
。

脱
穀
作
業
体
験

五
日
の
人
に
感
心
、

山
形
・
村
木
沢
小
児
童

山
形
市
の
村
木
沢
小
（
鈴

木
善
晴
校
長
）
の
五
年
生
が

士
ハ
日
、
近
く
の
水
田
で
昔

の
道
具
を
使
い
、
稲
の
脱
穀

作
業
を
体
験
し
た
＝
写
真
。

同
小
で
は
、
食
べ
物
を
作

る
大
変
さ
を
知
つ
て
も
ら
お

′
▽
秋
サ
ケ
の
き
の
こ
あ
ん

か
け
▽
サ
ケ
．
と
野
菜
の
焼
き
【

び
た
し
▽
鶏
肉
の
梅
干
し
蒸

し
仁
の
三
品
が
審
査
会
に
登

場
。
採
用
が
決
患
っ
て
い
る

メ
ニ
ュ
ー
と
の
食
べ
合
わ
せ

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
約

三
十
人
の
市
民
ら
が
試
食
し

た
。
寄
各
の
結
果
、
サ
ケ
と

野
菜
の
焼
き
び
た
し
が
最
優

秀
賞
と
な
っ
た
。
実
行
委
で

は
こ
の
メ
l
ニ
ー
を
ベ
ー
ス

に
、
業
者
と
検
討
し
な
が
ら

か
か
し
弁
当
の
一
品
に
盛
り

込
む
と
い
う
。

う
と
、
数
年
前
か
ら
地
元
の

農
家
や
P
T
A
を
〟
先
生
″

に
、
農
家
か
ら
学
校
近
く
に

水
田
を
借
り
、
生
徒
が
田
植

え
、
稲
刈
り
、
脱
穀
作
業
な

ど
を
体
験
し
て
い
る
。

今
回
の
脱
穀
作
業
に
は
五

年
生
十
五
人
が
参
加
。
一
班

五
人
で
三
つ
の
班
に
分
か
れ

て
作
業
を
行
っ
た
。
用
意
さ

れ
た
道
具
は
江
戸
時
代
か
ら

昭
和
に
か
け
て
使
わ
れ
た

「
千
歯
」
や
「
足
踏
み
脱
穀

機
」
な
ど
。
子
ど
も
た
ち
は

道
具
を
交
代
で
使
い
な
が

ら
、
脱
穀
を
体
験
し
た
。
足

倦
み
脱
穀
機
を
使
っ
た
奥
山

寛
太
君
（
蛤
は
′
「
思
っ
た
よ

り
力
が
必
要
で
び
っ
く
り
し

た
。
昔
の
人
は
す
ご
い
と
思

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

子
ど
も
た
ち
が

農
業
に
触
れ
る

上
山
で
教
室

上
山
市
の
特
定
非
営
利
活

動
法
人
（
N
P
O
法
人
）
東

北
青
少
年
自
立
援
助
セ
ン
タ

ー
の
「
ざ
お
う
里
山
自
然
ふ

れ
あ
い
教
室
」
が
十
八
、
十

九
の
両
日
開
か
れ
、
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
が
稲
刈
り
な

ど
を
体
験
し
た
。

青
少
年
健
全
育
成
活
動
の

∴
∵
日
昌
二
∴
∴
∵
㌍
∵
∴

山
形
新
聞
社
は
、
「
市
民
公
開
講
座
C
型
肝
炎
－
そ
の
最
新
治

療
を
学
ぶ
」
を
開
催
し
ま
す
。
C
型
肝
炎
を
正
し
く
理
解
し
、
医

療
の
現
状
や
最
新
の
治
療
な
ど
を
学
び
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す

が
、
聴
講
券
が
必
要
で
す
。

◇
と
き
＝
1
1
月
2
9
日
（
土
）

午
後
2
時
～
午
後
4
時

（
開
場
午
後
1
時
半
）

◇
と
こ
ろ
＝
山
形
テ
ル
サ

（
山
形
市
双
葉
町
⊥
丁
目
）

◇
内
容
【
講
演
】
　
「
山
形
県
の
C
型
肝

炎
治
療
支
援
」
下
僚
邦
彦
氏
（
県

保
健
薬
務
課
感
染
症
予
防
主
査
）

▽
「
C
型
肝
炎
の
病
態
と
診
断
」

斎
藤
貴
史
氏
（
山
形
大
学
医
学
部

准
教
授
）
▽
「
C
型
肝
炎
の
最
新

治
療
」
鈴
木
克
典
氏
（
山
形
県
立

中
央
病
院
内
科
医
長
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
富
樫
整

氏
（
山
形
大
学
保
健
管
理
セ
ン
タ

ー
教
授
）
▽
パ
ネ
リ
ス
ト
＝
新
渾

陽
英
氏
（
公
立
置
賜
総
合
病
院

長
）
、
斎
藤
貴
史
氏
、
鈴
木
克
典
氏

◇
申
し
込
み
＝
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
．
電
話
菅
写
、
専
門
医

に
聞
い
て
み
た
い
C
型
肝
炎
に
関

す
る
質
問
内
容
を
明
記
。
は
が
き
、

フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
、
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
壷
コ

来月卵山形で「公開講座」
0
人
に
聴
講
券
を
送
り
ま
す
。
〒

9
9
0
－
8
5
5
0
　
山
形
市
旅

篭
町
2
の
5
の
1
2
山
瀬
新
聞
社

事
業
部
「
C
型
肝
炎
セ
ミ
ナ
ー
」

係
。
電
話
0
2
3
（
6
4
2
）
7

9
5
5
（
土
、
日
曜
、
祝
日
を
除

く
午
前
9
時
半
卜
午
後
5
時
）
、

フ
ァ
ク
ス
0
2
3
（
6
3
4
）
3

2
5
9
、
E
メ
ー
ル
は
好
打
コ
e
n

㊥
望
む
h
P
P
g
a
t
a
」
つ
り
．
j
p

※
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
の

個
人
情
報
は
聴
講
券
発
送
に
の
み

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
主
催
＝
山
形
新
聞
、
日
本
肝

臓
学
会
、
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
研
究
財

団
◇
協
賛
＝
シ
ェ
リ
ン
グ
・
プ
ラ

ウ

．

二

二

　

t

l

　

′

．

．

■

し
、
色
鮮
や
一
若
者
の
ア
イ
デ
ア
ぎ
っ
し
リ

一
環
と
し
て
今
年
五
月
か
ら

月
一
回
開
催
し
て
お
り
、
今

回
は
県
内
外
か
ら
十
四
人
の

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
た
。

初
日
は
拠
点
と
な
る
「
蔵
王

い
こ
い
の
里
」
付
近
で
山
ブ

ド
ウ
を
濁
し
た
後
、
永
野
地

区
の
田
ん
ぼ
で
稲
刈
り
を
体

験
。
五
月
に
植
え
た
苗
が
成

長
し
た
様
子
に
に
っ
こ
り
し

な
が
ら
、
か
ま
を
使
っ
て
刈

り
取
っ
た
。
ま
た
ヾ
天
日
干

し
の
た
め
に
く
い
掛
け
作
業

に
も
取
り
組
ん
だ
。
十
一
月

に
餅
つ
き
や
試
食
会
を
開
く

と
い
う
。
同
セ
ン
タ
ー
は
受
け
入
れ

施
設
「
蔵
王
い
こ
い
の
里
」

を
拠
点
に
、
不
登
校
の
児
童

・
生
徒
や
社
会
に
な
じ
め
な

い
若
者
ら
の
自
立
を
支
援
。

ふ
れ
あ
い
教
室
は
自
然
と
の

触
れ
合
い
か
ら
子
ど
も
の
感

受
性
な
ど
を
は
ぐ
く
む
狙
い

が
あ
る
。

マ
タ
ギ
集
落
の
秋

体
験
し
ま
せ
ん
か

小
国
で
1
泊
2
日

′
「
マ
タ
ギ
集
落
の
四
季
体

験
ツ
ア
ー
秋
繍
」
が
来
月

八
、
九
日
の
一
泊
二
日
の
日

程
で
小
国
町
小
玉
川
地
内
で

陶
か
れ
る
。
町
産
業
振
興
課


